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1 はじめに

は
じ
め
に

─
『
伊
勢
物
語
』
と
四
季
と

─

伊
勢
物
語
全
体
に
お
い
て
四
季
（
春
夏
秋
冬
）
は
ど
の
よ
う
な
意
義
を
発
揮
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
が
本
書
の
問
題
意
識
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
四
季
は
そ
の
現
れ
方
自
体
、
段
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
ろ
う
。
春
夏
秋
冬
と
い
っ
た
表
現
そ
れ
自
体
が
段
の
物
語
に
あ
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
暦
日
、
儀
式
、
行
事
、
風
俗
、
気
候
、
景
物
な
ど
の
具
体
的
様
相
の
形
を
と
っ
て
、
四
季
が
段
の
物
語
に
現
れ
る
場
合
も
あ

る
。
本
書
に
お
い
て
は
、
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
視
野
に
お
い
て
、
各
季
節
に
関
わ
る
右
諸
要
素
と
関
連
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
諸
段
の

物
語
が
実
現
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、
季
節
ご
と
の
特
徴
を
把
握
し
て
み
た
い
。
各
季
節
の
物
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
古
今
集
に
最
も
明
瞭
に

現
れ
る
四
季
観
を
確
か
に
踏
ま
え
つ
つ
も
、
そ
れ
を
ま
る
ご
と
継
承
す
る
の
で
は
な
く
、
特
有
の
形
で
四
季
の
物
語
を
実
現
し
て
お
り
、

そ
こ
に
伊
勢
物
語
の
特
徴
を
看
取
で
き
る
、
と
考
え
る
。
本
書
に
お
け
る
考
察
は
、
そ
れ
ゆ
え
伊
勢
物
語
の
特
徴
を
、
和
歌
集
・
漢
詩
文

集
な
ど
の
四
季
を
背
景
に
置
き
つ
つ
、
四
季
の
時
空
の
次
元
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
だ
、
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
考
察
を
稿
者
に
促
し
た
の
は
、
拙
著
『
平
安
朝
物
語
の
形
成
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
）
の
第
二
篇
で
あ
っ

た
。
そ
の
考
察
に
お
い
て
は
、
源
氏
物
語
全
体
が
い
わ
ゆ
る
「
景
情
一
致
」
と
呼
ば
れ
る
深
い
真
実
性
に
覆
わ
れ
て
い
る
事
態
に
着
目
し
、

こ
の
事
態
を
背
後
で
支
え
て
い
る
物
語
の
方
法
性
を
抽
出
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
諸
考
察
の
結
果
、
う
つ
ほ
物
語
と
源
氏
物
語
の
春
夏

秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
部
分
に
存
在
す
る
、
一
定
の
内
容
的
偏
向
を
見
出
し
そ
れ
を
根
拠
に
、
四
季
が
二
つ
の
物
語
の
構
想
と
構
成
の
枠

組
み
と
な
っ
て
い
る
事
態
を
推
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
う
つ
ほ
物
語
に
お
い
て
は
物
語
の
多
元
性
ゆ
え
に
物
語
中
間
部
に
お
い
て
見
え

に
く
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
そ
れ
は
小
異
に
属
す
。
四
季
は
客
観
的
・
物
理
的
な
時
空
の
枠
組
み
と
し
て
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
季
節
ご
と
に
特
有
な
物
語
内
容
が
実
現
す
る
時
空
と
し
て
あ
り
、
四
季
を
元
基
と
し
て
二
つ
の
物
語
の
具
体
的
内
容
が
不
断
に
分
節

さ
れ
、
構
想
・
構
成
さ
れ
て
、
長
篇
的
物
語
の
部
分
部
分
が
形
作
ら
れ
て
い
く
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

大
づ
か
み
に
捉
え
れ
ば
、
平
安
朝
の
物
語
に
お
い
て
四
季
は
飛
躍
的
に
重
要
性
を
増
し
て
い
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
物
語
最
初
の
作
品
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し
か
し
そ
の
論
理
操
作
に
は
厳
し
い
批
判
も
多
い
）
（
（

。
成
立
過
程
の
問
題
は
、〈
作
品
外
の
事
実
〉
そ
の
も
の
と
し
て
確
か
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
結
局
現
在
の
と
こ
ろ
〈
作
品
外
の
事
実
の
解
釈
〉
が
存
在
す
る
に
と
ど
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
と
合
わ
せ
て
、

平
安
時
代
の
史
料
に
、
上
記
し
た
①
②
の
段
階
の
物
語
の
流
布
し
た
形
跡
が
明
確
に
残
っ
て
い
な
い
と
す
る
と
、
伊
勢
物
語
の
成
立
過
程

の
全
体
は
依
然
と
し
て
霧
の
中
に
あ
る
と
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
古
今
集
以
前
か
ら
拾
遺
集
以
後
に
か
け
て
伊
勢
物

語
が
次
第
に
成
長
し
て
い
っ
た
と
す
る
仮
説
は
あ
っ
て
よ
い
が
、
実
際
の
成
立
過
程
は
あ
る
い
は
そ
の
説
通
り
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

と
す
る
と
現
状
で
は
、
上
記
多
段
階
成
立
説
を
大
前
提
と
し
て
伊
勢
物
語
に
対
し
て
向
き
合
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
拠
る
の
を
留
保
し

て
、
古
今
集
前
後
の
和
歌
や
漢
詩
文
な
ど
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
伊
勢
物
語
全
体
を
ど
の
よ
う
に
読
め
る
の
か
そ
の
可
能
性
を
様
々
に
探

る
こ
と
が
、
な
お
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
考
察
も
そ
の
一
端
と
し
て
あ
る
。
と
も
あ
れ
物
語
全
体
の
表
現
の
豊
か
さ

と
深
さ
の
実
態
を
確
か
め
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
重
要
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
あ
っ
て
初
め
て
、
多
段
階
成
立
説
等
と
の
不
断
の
突
き
合

わ
せ
作
業
も
伴
い
な
が
ら
、
物
語
の
成
立
過
程
の
全
体
が
次
第
に
明
晰
に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
暦
日
、
儀
式
や
行
事
、
風
俗
、
気
候
、
景
物
な
ど
の
表
現
を
根
拠
と
し
て
、
伊
勢
物
語
各
段
の
背
後
に
四
季
を
推
定
し
て
み
た
い
。

推
定
の
根
拠
は
、
本
書
で
は
基
本
的
に
古
今
集
と
後
撰
集
の
四
季
部
に
求
め
る
）
（
（

。
季
節
を
あ
る
程
度
限
定
で
き
る
表
現
を
有
す
る
章
段
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
特
定
の
季
節
を
連
想
す
る
こ
と
が
可
能
な
章
段
も
考
察
の
対
象
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
前
者
の
章
段
は
特
定
の
季
節
を

背
景
と
す
る
と
推
定
で
き
る
諸
表
現
が
地
の
文
に
あ
る
場
合
で
あ
り
、
後
者
の
章
段
は
歌
に
の
み
そ
れ
ら
諸
表
現
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
な

お
後
者
の
段
に
は
カ
ッ
コ
を
付
す
。
物
語
本
文
の
文
字
数
を
、
岩
波
文
庫
本
（
大
津
有
一
校
注　

一
九
六
四
）
で
句
読
点
等
の
記
号
も
含
め
て

数
え
る
。
そ
れ
が
次
頁
に
示
す
表
1
で
あ
る
。
百
分
率
は
四
季
全
体
の
中
に
占
め
る
比
率
で
、
小
数
点
第
二
位
を
四
捨
五
入
し
た
。

考
察
の
性
質
上
、
六
十
九
段
、
百
一
段
な
ど
判
断
に
迷
う
場
合
が
ど
う
し
て
も
出
て
く
る
が
、
全
体
的
な
傾
向
は
ほ
ぼ
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
段
数
と
字
数
の
上
で
目
に
付
く
の
は
、
春
・
夏
の
多
さ
と
冬
の
少
な
さ
で
あ
る
。
な
お
表
1
に
含
ま
れ
な
い
、
季
節
的
背
景
を
窺

え
な
い
段
は
、
七
十
七
あ
っ
て
全
章
段
の
半
数
を
超
え
、
字
数
が
一
二
三
八
一
字
と
物
語
全
体
の
五
三
・
二
％
を
占
め
る
か
ら
、
四
季
の

と
目
さ
れ
る
竹
取
物
語
に
お
い
て
終
局
部
に
の
み
見
え
た
四
季
的
要
素
が
、
伊
勢
物
語
に
お
い
て
か
な
り
多
く
の
章
段
に
広
が
り
、
う
つ

ほ
物
語
か
ら
源
氏
物
語
に
至
っ
て
、
ほ
ぼ
物
語
全
体
を
覆
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
事
態
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、

そ
れ
は
そ
う
見
え
る
と
い
う
に
過
ぎ
ず
、
ど
の
よ
う
に
四
季
的
要
素
が
個
々
の
物
語
に
お
い
て
意
義
を
発
揮
し
て
い
る
の
か
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
ま
だ
十
分
に
突
き
止
め
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
う
つ
ほ
物
語
と
源
氏
物
語
に
お
け
る
四
季
の
構
想
枠
と
し
て
の
意
義
の

考
察
は
、
そ
の
試
み
の
一
つ
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
考
察
は
自
ず
と
、
う
つ
ほ
物
語
以
前
は
ど
う
で
あ
っ

た
の
か
と
い
う
問
い
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
本
書
で
伊
勢
物
語
に
お
け
る
四
季
の
意
義
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
ゆ
え
ん
だ
。

こ
こ
で
学
界
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
片
桐
洋
一
氏
に
よ
る
伊
勢
物
語
の
成
立
過
程
論
（
明
治
書
院
『
伊
勢
物
語
の
研
究
［
研
究
篇
］』

な
ど
）
に
触
れ
、
稿
者
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
片
桐
氏
は
、
古
今
集
や
業
平
集
と
い
っ
た
外
部
資
料
に
そ
れ
ぞ
れ

の
集
成
立
時
点
に
お
け
る
伊
勢
物
語
の
状
態
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
、
そ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
業
平
歌
の
様
相
に
、
伊
勢
物
語
が
古
今
集

以
前
か
ら
拾
遺
集
以
後
ま
で
ほ
ぼ
百
年
間
に
わ
た
り
次
第
に
成
長
し
増
益
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
を
推
定
さ
れ
た
。
①
古
今
集
の
業
平
歌
に

は
、
集
成
立
当
時
、
歌
中
心
・
場
面
中
心
の
短
小
な
物
語
（
二
十
章
段
以
下
あ
る
い
は
十
二
章
段
と
も
言
わ
れ
た
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
反
映

し
、
②
在
中
将
集
・
雅
平
本
業
平
集
に
は
後
撰
集
成
立
後
し
ば
ら
く
た
っ
た
頃
、
右
に
増
補
を
加
え
た
物
語
（
四
十
五
章
段
あ
る
い
は
二

十
数
章
段
、
三
十
四
章
段
と
も
言
わ
れ
た
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
反
映
し
、
③
右
以
外
の
章
段
に
は
、
拾
遺
集
以
後
さ
ら
に
増
補
さ
れ
た
物
語

（
百
二
十
五
章
段
）
と
な
っ
た
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
成
立
説
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
お
お
む
ね
三
段
階
と
も
見
ら
れ
る
複
数
の
成
立
段
階
は
長
期
に
わ
た
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
に
お
け
る
作
品
全
体
を
支
え
る
〈
作
者
〉
も
複
数
と
な
り
、
各
段
階
で
付
加
さ
れ
て
い
く
物
語
の
意
味
も
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
異
な
り

重
な
り
合
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
具
体
的
に
は
①
業
平
本
人
の
〈
純
粋
な
愛
〉
の
物
語
に
、
②
業
平
身
辺
の
後
人
に
よ
る
〈
純
粋
な
愛

の
物
語
へ
の
憧
憬
〉
の
物
語
と
、
③
物
語
の
享
受
者
の
創
作
し
た
〈
色
好
み
の
英
雄
〉
の
物
語
と
が
付
加
さ
れ
た
、
三
層
の
意
味
が
重
な

る
物
語
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
作
品
の
創
作
性
も
①
の
自
記
の
段
階
か
ら
、
③
へ
と
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
。
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ま
ず
夏
に
注
目
す
る
と
、
ど
の
歌
集
に
お
い
て
も
秋
や
春
よ
り
少
な
い
。
万
葉
集
で
は
多
か
っ
た
秋
が
古
今
集
・
後
撰
集
で
は
春
に
移

る
形
に
な
り
、
春
秋
均
分
化
の
方
向
に
進
む
と
見
え
、
そ
れ
は
拾
遺
集
に
至
り
さ
ら
に
明
確
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
過
程
を
通

じ
て
夏
の
少
な
さ
は
同
じ
で
あ
る
。
一
方
、
伊
勢
物
語
の
夏
は
段
数
で
は
春
秋
よ
り
少
な
い
も
の
の
、
字
数
で
は
四
季
の
中
で
最
も
多
い
。

伊
勢
物
語
に
お
い
て
、
夏
の
物
語
が
中
心
を
な
し
、
問
題
性
を
含
む
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
看
取
で
き
る
。
ま
た
秋
は
万
葉
集
に
お

い
て
半
数
を
超
え
、
古
今
集
以
下
に
お
い
て
も
四
割
を
超
え
る
。
と
こ
ろ
が
伊
勢
物
語
に
お
い
て
は
二
割
程
度
で
あ
る
。
冬
が
一
割
前
後

に
と
ど
ま
る
こ
と
は
、
万
葉
集
か
ら
後
撰
集
ま
で
変
わ
ら
ず
、
こ
れ
は
伊
勢
物
語
も
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
伊
勢
物
語
の
冬
が
、
万
葉
集

の
巻
十
や
古
今
集
に
近
い
、
最
も
少
な
い
程
度
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
、
押
さ
え
て
お
い
て
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
全
体
と
し
て
伊
勢
物

語
は
、
夏
が
中
心
を
占
め
る
と
言
え
る
ほ
ど
多
く
、
つ
い
で
春
が
続
き
、
秋
冬
が
少
な
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

特
徴
は
、
歌
の
詞
書
を
は
る
か
に
超
え
た
散
文
叙
述
を
持
ち
つ
つ
も
、
和
歌
的
世
界
に
深
く
繋
が
り
歌
を
軸
と
す
る
、
伊
勢
物
語
の
核
心

部
を
示
唆
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
本
書
で
試
み
よ
う
と
す
る
四
季
の
観
点
か
ら
の
考
察
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
定
の
限
界
が
あ
る
。
四
季
と
関
連
す
る

章
段
が
全
体
の
半
数
程
度
に
と
ど
ま
り
、
四
季
に
関
わ
ら
な
い
物
語
内
容
が
物
語
の
中
心
部
を
形
作
っ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
四
季
な
ら
ざ
る
部
分
の
優
勢
は
、
初
段
や
百
二
十
三
段
以
後
と
い
っ
た
物
語
の
冒
頭
と
結
末
部
、
あ
る
い
は
物
語
の

中
心
部
を
な
す
六
十
九
段
に
、
四
季
が
直
接
的
な
形
で
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
窺
え
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
限
界
内
で
、
四
季
は
有
効

に
機
能
し
物
語
世
界
を
支
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

以
下
各
章
で
、
各
季
節
ご
と
に
物
語
の
有
す
る
特
徴
を
考
察
す
る
。
ま
た
〈
各
論
〉
に
お
い
て
は
、
四
季
が
古
代
文
学
や
伊
勢
物
語
に

お
い
て
い
か
に
機
能
し
て
い
る
の
か
を
、
特
に
夏
を
中
心
に
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
考
察
を
通
じ
て
、
伊
勢
物
語
が
古
今
集
的
な
四
季

を
特
有
な
理
路
で
踏
ま
え
つ
つ
物
語
世
界
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
う
つ
ほ
物
語
や
源
氏
物
語
の
四
季
の
先
蹤

物
語
上
の
意
義
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

《
表
1
》

 

段
数

字
数
（
％
）

段
の
詳
細

春

（8

3459
（3（.7）

（
、
4
、（
（（
）、
（7
、
（0
、
（9
、（
49
）、
67
、（
68
）、
77
、
80
、
8（
、
83
、
85
、
90
、
9（
、（
97
）、（
（（（
）

夏

（（

438（
（40.（）

9
、
39
、
43
、
45
、
5（
、
60
、（
6（
）、（
65
）、
96
、
99
、
（04
、
（07

秋

（5

（（86
（（（.0）

6
、
（8
、（
（（
）、（
（5
）、（
37
）、
5（
、（
54
）、（
56
）、
58
、（
59
）、
94
、（
95
）、
98
、（
（05
）、（
（06
）

冬

3

77（
（7.（）

4（
、
8（
、
84

主
要
歌
集
の
四
季
部
に
お
け
る
歌
数
は
次
の
表
2
の
よ
う
に
な
る
。
カ
ッ
コ
内
は
百
分
率
で
、
各
季
節
の
占
め
る
比
率
で
あ
る
。

《
表
2
》

歌
集
と
部
立

春

夏

秋

冬

万 葉 集

巻 

八

雑
歌
30

47
（（9.0）

33
46

（（8.7）
95

（（5
（50.6）

（9
（8

（（（.3）

相
聞
（7

（3

30

9

巻 

十

雑
歌
78

（（5
（（3.（）

4（
59

（（0.9）
（43

3（6
（58.6）

（（
39

（7.（）

相
聞
47

（7

73

（8

古
今
集
（
四
季
部
）
（34

（39.（）

34
（9.9）

（45
（4（.6）

（9
（8.5）

後
撰
集
（
四
季
部
）
（46

（（8.9）

70
（（3.8）

（（6
（44.7）

64
（（（.6）

拾
遺
集
（
四
季
部
）
78

（（9.8）

58
（（（.（）

78
（（9.8）

48
（（8.3）
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類
聚
三
代
格
、
令
集
解
、
続
日
本
紀
か
ら
日
本
三
代
実
録
ま
で
の
五
国
史 

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』（
吉
川
弘
文
館
）

懐
風
藻 

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）

凌
雲
集 

『
群
書
類
従
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）、
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学　

中
（
中
）』（
塙
書
房
）

文
華
秀
麗
集 

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）

経
国
集 

『
群
書
類
従
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）、
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学　

中
（
下
）
Ⅰ
・
Ⅱ
』、『
下
Ⅰ
〜

Ⅲ
』（
塙
書
房
）

菅
家
文
草
・
後
集 

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）

新
撰
万
葉
集 

『
新
編
国
歌
大
観
』、『
対
釈
新
撰
万
葉
集
』（
勉
誠
出
版
）

伊
勢
物
語 

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）

枕
草
子 

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）

源
氏
物
語 

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）

本
朝
文
粋 

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）、『
本
朝
文
粋
註
釈
』（
冨
山
房
）

詩
経 

『
十
三
経
注
疏
・
毛
詩
正
義
』（
北
京
大
学
出
版
社
）、『
漢
詩
選
（　

詩
経
（
上
）』（
集
英
社
）

文
選 

『
文
選　

附
考
異
』（
台
湾
芸
文
印
書
館
）、『
全
釈
漢
文
大
系
』（
集
英
社
）

北
堂
書
鈔 

『
北
堂
書
鈔
』（
中
国
書
店
）

芸
文
類
聚 

『
芸
文
類
聚
』（
中
文
出
版
社
）

初
学
記 

『
初
学
記
』（
北
京
中
華
書
局
）

白
孔
六
帖 

『
白
孔
六
帖
』（
上
海
古
籍
出
版
社
）

白
氏
文
集 

『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院
）

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
以
上
二
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
終
章
に
お
い
て
、
各
章
の
考
察
の
概
要
を
確
認
し
、
伊
勢
物
語
全

体
に
お
け
る
四
季
の
意
義
を
ま
と
め
示
し
た
上
で
、
作
品
の
四
季
の
文
学
史
的
位
置
づ
け
を
試
み
る
。

注

（
（
）
石
田
穣
二
『
新
版
伊
勢
物
語
』
解
説
（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
）、
田
口
尚
幸
『
伊
勢
物
語
相
補
論
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
三
）。

（
（
）
四
季
観
を
探
る
以
上
、
古
今
集
・
後
撰
集
の
四
季
部
に
根
拠
を
求
め
る
こ
と
と
な
る
の
は
必
然
的
だ
が
、
そ
の
妥
当
性
を
直
接
示
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
以
下
各
章
で
具
体
的
に
確
か
め
る
よ
う
に
、
伊
勢
物
語
の
四
季
の
物
語
は
全
体
と
し
て
、
右
勅
撰
集
の
四
季
部

と
の
間
で
何
ら
大
き
な
不
整
合
・
矛
盾
を
惹
起
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
特
徴
的
な
変
形
や
偏
向
を
伴
い
つ
つ
も
、
右
勅
撰
集
の
四
季
部

を
ぴ
っ
た
り
継
承
し
て
い
る
物
語
の
様
相
に
、
根
拠
の
妥
当
性
を
間
接
的
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

引
用
本
文
に
つ
い
て

＊
本
書
で
用
い
る
主
要
文
献
の
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

＊
左
記
以
外
の
本
文
に
よ
る
場
合
は
、
引
用
の
際
に
注
記
す
る
。
左
記
一
覧
以
外
の
文
献
で
注
記
の
な
い
場
合
は
、
通
行
の
本
文
に
よ
る
。

＊
な
お
、
引
用
す
る
に
当
た
っ
て
、
私
意
に
よ
り
表
記
を
一
部
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
漢
文
学
の
訓
読
・
訳
を
は
じ
め
と
す
る
具
体
的
な

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
記
す
。

日
本
書
紀 

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）

万
葉
集 

『
新
編
国
歌
大
観
』、『《
補
訂
版
》
万
葉
集　

本
文
篇
』『
万
葉
集　

訳
文
篇
』（
塙
書
房
）

祝
詞 

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）
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第
一
章
　
春
の
物
語
（
一
）

─
物
語
冒
頭
部
を
め
ぐ
っ
て

─

は
じ
め
に

春
の
諸
段
を
改
め
て
示
す
。
二
、
四
、（
十
二
）、
十
七
、
二
十
、
二
十
九
、（
四
十
九
）、
六
十
七
、（
六
十
八
）、
七
十
七
、
八
十
、
八

十
二
、
八
十
三
、
八
十
五
、
九
十
、
九
十
一
、（
九
十
七
）、（
百
二
十
一
）
の
諸
段
で
あ
る
。
春
を
背
景
と
す
る
と
推
定
で
き
る
諸
表
現

が
地
の
文
に
あ
る
の
は
十
三
段
、
歌
に
の
み
そ
れ
ら
諸
表
現
が
あ
る
の
は
五
段
で
あ
る
。

初
段
か
ら
六
段
ま
で
を
「
物
語
冒
頭
部
」
と
仮
称
し
、
四
段
ま
で
を
本
章
の
考
察
範
囲
と
し
た
い
。
右
の
春
の
一
覧
に
初
段
を
加
え
、

省
略
し
た
三
段
、
五
段
も
補
う
と
、
物
語
冒
頭
部
の
四
季
の
様
相
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。〈
初
段
（
春
）
─
二
段
春
─
三
段
？
─
四
段

春
─
五
段
？
─
六
段
秋
〉。
初
段
の
春
を
カ
ッ
コ
で
く
く
っ
た
の
は
、
以
下
述
べ
る
よ
う
に
物
語
の
背
後
に
春
が
潜
在
す
る
と
考
え
る
か

ら
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
間
に
季
節
不
明
の
三
段
と
五
段
を
緩
衝
と
し
て
挟
み
つ
つ
、
春
を
背
景
と
し
て
物
語
の
始
ま
っ
て
い
る
様
相
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
本
章
で
は
物
語
冒
頭
部
の
各
段
が
そ
れ
ぞ
れ
様
相
を
異
に
す
る
も
の
の
、
共
通
し
て
春
を
背
景
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
物
語
の
始
ま
り
を
支
え
て
い
る
の
を
確
認
し
て
み
た
い
。

こ
こ
で
や
や
先
走
る
こ
と
と
な
る
が
、
伊
勢
物
語
の
春
に
つ
い
て
の
稿
者
の
見
方
を
示
し
、
本
章
の
考
察
を
具
体
的
に
位
置
づ
け
よ
う
。

稿
者
は
、
伊
勢
物
語
の
春
が
〈
始
ま
り
〉
と
〈
始
ま
り
の
終
わ
り
〉
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
有
し
、
そ
し
て
前
者
を
背
景
に
導
入
す
る
の

が
物
語
冒
頭
部
で
あ
り
、
後
者
の
〈
始
ま
り
の
終
わ
り
〉
の
意
味
を
背
景
に
導
入
す
る
の
が
冒
頭
部
以
後
の
春
の
諸
段
で
あ
る
、
と
考
え

元
稹
集 

『
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
』（
北
京
中
華
書
局
）

伊
勢
物
語
の
古
注
釈
の
本
文
は
、
以
下
の
も
の
に
拠
っ
た
。

和
歌
知
顕
集 

片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究
（
資
料
篇
）』（
明
治
書
院
）

伊
勢
物
語
愚
見
抄
（
再
稿
本
） 

片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究
（
資
料
篇
）』（
明
治
書
院
）

伊
勢
物
語
肖
聞
抄 

片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究
（
資
料
篇
）』（
明
治
書
院
）

伊
勢
物
語
宗
長
聞
書 

片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究
（
資
料
篇
）』（
明
治
書
院
）

伊
勢
物
語
山
口
抄 
『
続
群
書
類
従
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

伊
勢
物
語
惟
清
抄 
『
続
群
書
類
従
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

伊
勢
物
語
闕
疑
抄 

片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究
（
資
料
篇
）』（
明
治
書
院
）

伊
勢
物
語
拾
穂
抄 

『
国
文
学
注
釈
叢
書
』（
名
著
刊
行
会
）

勢
語
臆
断 

『
契
沖
全
集
』（
岩
波
書
店
）

伊
勢
物
語
古
意 

『
賀
茂
真
淵
全
集
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

伊
勢
物
語
新
釈 

『
国
文
学
注
釈
叢
書
』（
名
著
刊
行
会
）

＊
引
用
箇
所
を
、
冊
数
（
漢
数
字
）・
巻
名
・
引
用
箇
所
冒
頭
の
頁
数
（
洋
数
字
）
の
順
で
、
本
文
末
尾
カ
ッ
コ
内
に
示
す
こ
と
が
あ
る
。

＊
和
歌
の
本
文
は
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
。
た
だ
し
第
六
章
の
万
葉
集
の
み
右
の
塙
書
房
版
に
よ
る
。
歌
番
号
は
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る

が
、
万
葉
集
歌
は
旧
大
観
番
号
を
付
す
。


